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高
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専
門
学
校
制
度
の
概
要

　
高
等
専
門
学
校
は
、
我
が
国
の
高
度
成
長
を
背
景
に
、
特
に
工
業

の
発
展
を
支
え
る
実
践
的
技
術
者
の
養
成
を
主
た
る
狙
い
と
し
て
、

昭
和
三
七
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。

　
高
等
専
門
学
校
の
最
大
の
特
長
は
、
中
学
校
卒
業
後
の
早
い
段
階

か
ら
、
実
験
・
実
習
を
重
視
し
た
実
践
的
な
技
術
教
育
や
少
人
数
ク

ラ
ス
編
成
に
よ
る
き
め
細
か
な
教
育
指
導
を
通
し
て
、
五
年
間
（
商

船
学
科
は
五
年
半
）
一
貫
の
効
果
的
な
専
門
教
育
を
行
う
こ
と
に
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
、
も
の
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
界
の
現
場
を
支

え
、
新
し
い
技
術
を
創
造
し
発
展
さ
せ
る
人
材
育
成
を
行
う
教
育
機

関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
教
育
は
、
産
業
界

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
一
八
年
度
現
在
、
全
国
に
国
立
五
五
校
、
公
立
六
校
、
私
立

三
校
の
計
六
四
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
学
生
数
は
、
平
成
一
七
年

五
月
現
在
で
五
万
六
一
二
七
三
人
（
専
攻
科
を
除
く
V
で
あ
る
。
学
科

は
工
業
系
が
多
い
が
、
商
船
系
や
そ
の
他
の
分
野
も
あ
る
。

　
平
成
四
年
度
以
降
、
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
更
に
高
度
な
教
育
研

究
指
導
を
行
う
専
攻
科
（
二
年
制
）
の
設
置
も
進
ん
で
お
り
、
平
成

一
八
年
度
現
在
、
六
〇
校
に
置
か
れ
て
い
る
。
学
生
数
は
平
成
一
七

年
五
月
現
在
で
二
七
八
七
人
で
あ
る
。
専
攻
科
を
修
了
し
、
大
学
評

価
・
学
位
授
与
機
構
の
審
査
に
合
格
し
た
者
に
は
、
大
学
卒
業
生
と

同
じ
く
学
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
（
表
1
、
図
1
、
図
2
）
。

　
国
立
高
等
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
独
立
行
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　　　　表1　学生・学校数

学校数〔（韻欝〕 在学

生数

〔（うち好）／

国立 55 （54） 52，210 （2，614）

公立 6 （4） 4，594 （145）

私立 3 （2） 2，356 （28）

計 64 （60） 59，160 （2，787〉

※学校数は平成18年度現在、在学生数は文部科学省「平

　成17年度学校基本調査」
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校
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
が
設
置
・
運
営
す
る
形
と
な
っ

弾
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
五
五
校
が
一
体
と
な
っ
て
の
共
同
事
業
や
人

ド専
事
交
流
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
校
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る

等
と
い
ろ
意
識
も
高
ま
り
、
特
色
あ
る
取
組
や
競
争
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ

高
●
の
申
請
が
増
加
す
る
な
ど
、
国
立
高
等
専
門
学
校
全
体
の
一
層
の
活

集
性
化
が
進
ん
で
い
る
。

特

二
　
高
等
専
門
学
校
教
育
の
特
色

（
一
）
教
育
課
程

高
等
専
門
学
校
の
教
育
課
程
は
、
低
学
年
か
ら
一
般
科
目
に
加
え

て
専
門
科
目
も
と
り
入
れ
、
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
て
専
門
科
目
の

比
率
が
多
く
な
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
く
さ
び
型
」
教
育
に
よ
り
、

一
般
教
育
と
専
門
教
育
と
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

　
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
ま
で
は
、
年
齢
的
に
は
高
等
学
校
に
相

当
す
る
が
、
そ
の
教
育
内
容
は
、
高
等
学
校
に
準
ず
る
も
の
で
は
な

く
、
五
年
問
を
通
じ
た
一
貫
し
た
教
育
課
程
の
下
、
大
学
段
階
で
教

授
さ
れ
て
い
る
程
度
の
内
容
も
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
単
位
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
三
〇
単
位
時
間
の
履
修
を

一
単
位
と
し
て
計
算
す
る
、
高
等
学
校
に
近
い
方
式
の
み
と
さ
れ
て

い
た
が
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
、
授
業
形
態
・
指
導
方
法
の
多
様
性

や
自
学
自
習
に
よ
る
教
育
効
果
を
考
慮
し
、
一
定
の
要
件
の
下
に
四

五
時
間
の
学
習
を
一
単
位
と
す
る
大
学
と
同
様
の
計
算
方
法
を
導
入

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
形
態
、
指

導
方
法
の
多
様
化
な
ど
、
よ
り
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
工
夫

が
期
待
さ
れ
る
。

（
二
）
地
域
・
産
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
実
践
的
教
育

　
高
等
専
門
学
校
で
は
、
社
会
の
二
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
教
育
を
行
う

た
め
、
様
々
な
面
で
地
域
・
産
業
界
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
教
員
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
に
勤
務
し
た
経
験
を
持

つ
者
も
多
数
採
用
し
て
お
り
、
国
立
高
等
専
門
学
校
で
は
全
専
任
教

員
の
二
四
・
五
％
に
上
っ
て
い
る
（
平
成
一
六
年
度
）
。

　
こ
の
他
、
地
域
・
産
業
界
か
ら
外
部
講
師
を
招
聰
し
、
そ
の
経
験

を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
指
導
を
行
う
等
の
取
組
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

（
三
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
推
進

　
高
等
専
門
学
校
で
は
、
地
域
・
産
業
界
と
の
連
携
を
重
視
し
た
教

育
の
一
環
と
し
て
、
従
来
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
就
業
体
験

を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
に
は
九
〇
・
五
％
の

高
等
専
門
学
校
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
正
規
の
教
育
課
程
に
位
置

付
け
て
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
率
は
大
学
、
短
期
大
学
を
大
き
く
上

回
る
。
実
施
期
間
は
一
～
二
週
間
と
い
う
例
が
多
い
が
、
一
五
週
間

と
い
う
長
期
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
（
図
3
）
。
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（
四
）
ロ
ボ
コ
ン
等
の
全
国
大
会

　
高
等
専
門
学
校
で
の
日
頃
の
教
育
成
果
を
活
か
し
、
実
践
的
・
創

造
的
技
術
者
を
目
指
す
学
生
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
取
組

も
、
様
々
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
代
表
的
な
も
の
に
「
ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国
高
等
専
門
学
校
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
（
通
称
”
ロ
ボ
コ
ン
）
が
あ
る
が
、
他
に
も

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
」
等
の
全
国
規
模
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
ロ
ボ
コ
ン
は
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
と
手
で
ロ
ボ
ッ
ト

を
作
る
こ
と
を
通
じ
、
発
想
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
も
の
づ
く
り

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
八
地
区

で
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
が
東
京
・
両
国
国
技
館
で
の
決
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図3　平成16年度インターンシッ
　　プを授業科目として位置付け
　　て実施した学校
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勝
大
会
に
集
い
技
術
を
越
つ
。
そ
の
模
様
が
毎
年
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
の
注
目
度
も
高
く
、
高
等
専
門
学
校
教
育

の
魅
力
の
P
R
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

藤譲曇一、』．ド、灘一一

　　アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト2005

　「大運動会」と称して、自ら作成した遠隔操縦ロボットと自動ロボット

を使い、障害物競走を行った。地区大会で選出された25校が全国大会に出

場し、ロボコン大賞を東京工業高等専門学校（山崎悠祐さん、柏田知洋さ

ん、佐々木俊英さん）、優勝を津山工業高等専門学校（尾原真さん、梶原

圭裕さん、藤原正浩さん）が獲得した。

9



特集・高等専門学校

（
五
）
学
生
寮

多
く
の
高
等
専
門
学
校
に
は
学
生
寮
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
多
感

な
年
代
に
寮
で
の
共
同
生
活
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
人
格
形
成
の
面

で
も
大
き
な
教
育
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
高
等
専
門
学
校

教
育
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

三
　
産
学
連
携
に
よ
る
教
育
研
究
の
推
進

　
中
小
企
業
庁
が
平
成
一
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
高
等
専
門
学
校

等
を
活
用
し
た
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
」
は
、
地
域
の
中
小
企
業

で
働
く
若
手
技
術
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
高
等
専
門
学
校
の

機
能
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も

積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
づ
く
り
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
る

中
で
、
高
等
専
門
学
校
へ
の
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
高
等
専
門
学
校
で
は
、
地
域
の
産
業
界
と
の
連
携
の
た
め

の
機
関
を
設
置
し
、
地
域
企
業
等
と
の
共
同
研
究
や
、
地
域
企
業
か

ら
の
技
術
相
談
、
地
域
企
業
の
技
術
者
を
対
象
と
し
た
再
教
育
等
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
特
に
地
域
の
中
小
企
業

の
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
国
立
高
等
専
門
学
校
で
は
全
校
に
、
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、

総
合
技
術
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
名
称
で
何
ら
か
の
組
織
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

公
開
講
座
や
出
前
講
座
を
開
催
し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
高
等
専
門
学
校
も
あ
る
。

　
平
成
一
八
年
の
通
常
国
会
で
は
「
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤

技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
同
法
で
は
、

中
小
企
業
者
と
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
の

育
成
の
推
進
に
つ
い
て
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

四
　
卒
業
生
の
進
路

　
高
等
専
門
学
校
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
平
成
一
七
年
三
月
卒
業

者
（
商
船
学
科
は
一
七
年
九
月
卒
業
者
）
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
就
職
者

が
五
四
％
、
進
学
者
が
四
一
％
（
大
学
編
入
学
者
が
二
七
％
、
専
攻

科
進
学
者
一
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
進
学
者
の
比
率
が
高

ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　
就
職
に
つ
い
て
は
、
求
人
倍
率
が
ニ
マ
五
倍
、
就
職
率
が
九
七
・

七
％
（
男
子
九
八
・
二
、
女
子
九
六
・
一
％
）
と
、
高
水
準
を
維
持
し

て
い
る
（
図
4
）
。

　
就
職
先
を
分
野
別
に
み
る
と
、
製
造
業
の
他
、
運
輸
・
通
信
、
建

設
、
サ
ー
ビ
ス
等
が
多
い
（
図
5
）
。

　
一
方
、
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
長
岡
、
豊
橋
の
両
技
術

科
学
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
三
年
次
に
編
入
学
し
た
り
、
専

攻
科
に
進
学
し
た
り
す
る
者
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
（
図
6
）
。
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ま
た
、
専
攻
科
を
経
て
大
学
院
に
進
学
す
る
者
も
年
々
急
速
に
増

え
て
い
る
。
平
成
一
七
年
三
月
に
専
攻
科
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
三

四
％
に
当
た
る
三
八
四
人
が
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。

求人倍率の推移

　特集・高等専門学校

倍率）　　　　　　　　　　図4
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　図5　平成16年度卒業生の産業別就職先

卸・小売・飲食1．8％　　金融・保険・不動産業0．4％

電気．ガス．水道Z5％艦その他喘

　公務員2。9％

建設業8。7％’葱

五
　
特
色
あ
る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
高
等
専
門
学
校

　
教
育
機
関
と
し
て
の
高
等
専
門
学
校
は
、
実
践
的
な
職
業
人
教
育

と
い
う
今
日
的
な
社
会
の
要
請
に
も
合
致
し
て
お
り
、
産
業
界
か
ら

の
高
等
専
門
学
校
教
育
及
び
卒
業
生
に
対
す
る
評
価
は
非
常
に
高

い
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
と
も
時
代
の
要
請
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、

特
色
あ
る
教
育
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

製造業
52．5％

運輸・通信業

14．5％

※
文
部
科
学
省
「
平
成
1
7
年

度
学
校
基
本
調
査
」

本科卒業者・専攻科修了者の進路状況

53．8％

噸一一，40。9房

　　　　！9A
　／／34．4％
！▲二

図6
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30
　
鱒
　
2
0

16隼度12　　　　　　　13　　　　　　　14　　　　　　　15　　　　　　　1（

一←本科卒業者に占める就職者の割合
一噸・一本科卒業者に占める進学者の割合

…▲一一専攻科修了者に占める大学院進学者の割合

※文部科学省専門教育課調べ
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